
I訴一蚕｜ 木葉変成岩'三らいて

驚欝鰯欝慧鯛灘董蕊麓蝋撫饗駕悪
岩や火山砕屑岩）を原岩とする角閃岩層や石，成分に加えてカリ長石と歪青石が広くあらわ

灰質の成分を有する不規則な形のバンドやし 変成度が上昇しているように思われる。‘§;
ンズがはさまれている｡これ 願の走向対､⑪石英片岩・
よび変成岩のう ﾘｴー ｼﾖﾝの走向は南 上記の雲母片岩中に-整合的にはさまれて
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産･しマテヤートを廠警とするものと思われる。

厩厚はかなりの変化を見せて一・》隙では重いがも

概して西部域では1”以上数J混認度であるが.‘

東部では相当に厚く産っており金比羅山。岩

野山では石英片鰐が僅勢である噂参少とも雲

母類を伴うものには‐粗い縞状総造がみとめ

られ－審石はそれに浴･って坂状にこわれやす

いが‐雲母類を殆んどふくま左いものは塊状

である。

、角閃岩瀬
上記の露嘩汁購顛中に。石英片瀦とともに

鞭合的にi:とさまれている。照雲母:阿閃瀞・緑

れん石角閃瀞ないし河間瀞である。この勝石
涯は謹厭片岩と細かく亙隔するものと．単独

の燕をなすものとがある。職厚は一般に数m，

程礎である。前譜は堆積岩類と互脇した凝浜

岩を原潜とするものであり、後者は然岩ない

し職岩床に由来するものであろう。しかし2

‐3の制外を･除いて両窯とも河総晶作用侭完

を.･缶､､鐘下寺は残留組織は詮とぬられたいこ

とが参い億

一蝦漣端隷色一ちみつ珪岩石で無雲録に.意

斯も'､匙、僻易緑色を羅する。フオリエージ

ョンは。薯しい場合とそうでない場合が為る。

錬下で嫁、寄木状或はネマトプラステイツク

な構造を示し‐主として斜長石。角閃石およ

び不透秘鉱物から成り‐それに石英。黒鍾母

および綴れん石などを伴う。

＠石砿珪衝驚
露鍬片岩あるいは角閃岩中に毛巾薮諏から

激“のレンズ状茂いし脈状をなして産する。

－．､編に塔石:漣。斜長石一および透輝石の襲合

であるが－時にはレンズあるいは脈の中心部

に~鋒脈石やざくろ石の集合を伴左う。又方

獅石・くさび石斌どを伴うことも多い。これ

は恐らく‐堆穣岩中にはさまれた．石灰篭質
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ここは相当の魚斜而であるが露出もよく‐

雲母片岩。晶質石灰岩及び花閥閃緑岩の関係

が登るにつれて明雌に観察出来る。この関係

を撰式的腫示せば第2図の通りである。

部を原岩とする変成岩であろう。

《9超焦基性岩
奥野西北方の東側山腹に小露郵を見出した。

裕緑黒色ちみつを岩石。鏡下ではレリクトら

しいかんらん石と－それをとりかこむ透角閃

石および緑泥石の-マトリックスから成る。

･透角閃石はせんい状で。かんらん石をおきか

えている。また‐かんらん石にともなって‐

蛇紋石の細脈がみられる。．

①晶質石灰岩

木葉山稜の西南麓に発達し‐花閥閃緑岩に

よってつらぬかれ－しばしばゼノリスと左っ

てとりこまれている。一綴に純白粗粒で－時

には5”以上の方解石の集合となっている。

また‐雲母片岩や角閃岩の簿層をはさむこと

も多い。

2花儲閃緑岩およびアプライト

花閥閃緑岩は腰白色でかたり粗粒”長さ,0

”に達する角閃石の自形結晶を含む角閃石黒

雲母花局閃緑岩である。鏡下では典型的な酸

性深成岩の組織逢示し索石英。カリ長春。斜

長石。黒雲母。角閃石より成る。

・アブライトは白色。細粒，ちみつで、赤い

ざくろ石の徴粒を点倉とふくむb鏡下では‐

細粒の他形粒状組織を示し‐石英。カリ長石

・斜長石。白雲母。黒雲母から成る。又やや

大ぎなざくろ石の不規則形結晶を含む。

sひん岩

．比較的粗粒の舞鶴と雪完晶質の石基より成

り－斑状題捧を示す角閃石黒雲母ひん岩であ

る。斑晶は主として斜長石。黒雲母および角

閃石で‐まれに石英がある。石基は粒度0.,

”内外の完晶質で‐石英。斜長石。黒雲母。

角閃石より成り‐燐灰石やジルコンをともな

う。石英は斑晶および石基ともに‐弱い波動

消光力;みられる。
でも

§地質観察｡岩石採災に卿ﾘなルート

代表的なルートを2－3あげれば次の通りで

ある。

1木葉山西南麓浦方又は平野よりの職山道
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雲母片岩

第2図木葉山西斜面柱状図

すなわち‐石灰岩の下部には角閃岩や雲母片

岩の層が数枚一上部にも雲母片岩の層が数枚

はさまれており、石灰岩中に花閥閃緑岩が貫

入している。花儲閃緑岩は風化が箸しく・標

本採集は困難である。

2太平より金比羅山西斜面へ至るルート

大平部落東のはずれより金比羅山西斜面を

通り‐一安部落へ至る林道が開さくされてい

るが．この造路に沿って新鮮な角閃岩。雲母

片岩の露出が見られ‐地質観察・岩石採集に

安どク



ば大変･便利である。ルートマツプを示せば第

3図の通りである。

3浦田北方より稼雪、至るルート

諭田部落より奥野へ向って約500m北へ進

むと糠部落に至る林逆が最近開さくされてい

るが‐このルートに沿っても角瞬岩。雲母片

岩の新鮮な露出が見られる。
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